












































研 究 課 題 諸外国における仏教研究の動向の把握と資料の収集・整理・公開
研究代表者 井上　尚実
研　究　員 井上　尚実（短期大学部教授・真宗学）
 Robert F. Rhodes（教授・仏教学）




 James C. Dobbins（オバーリン大学教授）





















  ARILDII BURMAA（博士後期課程第２学年）
ベトナム仏教研究


































研 究 課 題 『歎異抄』の現代語訳
研究代表者 井上　尚実（短期大学部教授・真宗学）
〔一般研究／共同研究〕























































研 究 課 題 移行期正義の社会的影響に関する比較社会学的研究
研究代表者 阿部　利洋（教授・社会学）




研 究 課 題 初期チベット論理学成立史解明のための基礎研究
研究代表者 福田　洋一（教授・仏教学）
研 究 課 題 前近代中国黄河中流域における水利権と水利組織
研究代表者 井黒　　忍（准教授・東洋史学）
研 究 課 題 口承と文献学の融合に基づくチベット後期中観思想研究
研究代表者 西沢　史仁（特別研究員）
研 究 課 題 ハイデッガー「黒ノート」の研究—「計算的思考」の分析を中心に
研究代表者 田鍋　良臣（任期制助教・特別研究員）
研 究 課 題 シュティフターとシュトルムの文学における「障がい児」像
研究代表者 藤原　美沙（任期制講師）
研 究 課 題  キリスト教聖書の翻訳に見られる現地語語彙の選択とローカル社会
の再編
研究代表者 田崎　郁子（PD 研究員・特別研究員）
研 究 課 題  再犯リスク低減と更生の基盤づくりを目指したピアサポート活動の
試行的実践とその評価
研究代表者 脇中　　洋（教授・発達心理学・法心理学）
研 究 課 題 『苔の衣』諸伝本の本文研究及び校本作成
研究代表者 関本　真乃（任期制助教・特別研究員）
研 究 課 題  現存大蔵経諸本をもちいた＜阿闍世王経＞漢訳諸本に関する文献学
的研究
研究代表者 宮崎　展昌（任期制助教・特別研究員）
研 究 課 題  ジャイナ教の死生観に関する基礎的研究—断食死儀礼の規定を中心
として
研究代表者 堀田　和義（本学非常勤講師・特別研究員）





























































































Possibility of Teaching the Spirit of Buddhism—From the Standpoint of Tanabe 
Philosophy—”
② マイケル・J・コンウェイ「曽我量深の思想における宿業と根源的責任」“Past 





国際仏教シンポジウム「仏陀の言葉とその解釈 The Buddha’s Words and Their 
Interpretations」を開催した。本学からは以下の９名が発表を行なった。
　①　 織田顕祐「釈尊観としての大乗経典—存在を通して言葉を読む—」“The 
Mahāyāna Sūtras as a View of Śākyamuni: Reading Words through 
Existence”
　②　 箕浦暁雄「経と論—仏陀の言葉を受けとめるということ」“Sūtra and 
Abhidharma: Taking in the Buddha’s Words”
　③　 井上尚実「他力としての仏陀の言葉：“教示し、励まし、鼓舞し、喜悦せし
む”という表現」Expressive Phrase samdarśayati samādāpayati samut-
tejayati samprahorsyati”
　④　 上野牧生「世親の『釈軌論』における「仏陀のことばとその解釈」」“The 
Buddha’s Words and Their Interpretations in Vasubandhu’s Vyākhyāyukti”
　⑤　 加来雄之「我、仏教と相応せり—『大無量寿経』と「優婆提舎」—」“I 
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て—」“Interpretations of the Eighteenth Vow and Its Fulfillment Passage: 
In the Thought of Shandao, Hōnen, and Shinran”
　⑨　 藤元雅文「仏陀の教説についての親鸞の視座—教の権実を中心に—」
“Shinran’s Viewpoint on the Buddha’s Teaching: Centered on the True 





















　講師：ラズロ・ボルヒ氏 Prof. László Borhy（ELTE人文学部長、ハンガリー）
　講題： 「ローマと初期ビザンチン芸術における天界と永遠の時間の表現につい
て：ブリゲティオのローマ様式壁画の解釈」（Representation of celestial 
spheres and eternal time on vaults and domes in Roman andEarly 
Byzantine art: Interpretation of a Roman Wall‒Painting from Brigetio）
（2）2016年７月12日㈫　16:20～17:50
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　講師： ヤコブ・ザモルスキー氏 Dr. Jakub Zamorski（ヤギェウォ大学、ポーラ
ンド）
　講題： 「浄土の信者はなぜ唯識学を必要としているのか—東アジア仏教思想史
に お け る“近 代 教 学”」（Why do Pure Land Buddhists need 
Consciousness‒only? “Modern doctrinal studies”of Jōdo Shinshū in the 
history of East Asian Buddhist thought）
　（＊講演会の詳細は『所報』69号所載の井上研究員による報告を参照）
（3）2016年７月29日㈮　16:20～17:50
　講師： ジェシカ・スターリング氏 Jessica Starling（ルイス・アンド・クラーク
大学、アメリカ）
　講題： 「非尼僧非俗女：仏教界における宗教専門職の女性について」（Neither 



















































































































































として、2016年度は『歎異抄』（大正蔵 No. 2661）を３名からなる大谷大学 SAT
現代語訳チームが担当した。具体的には、仏教伝道協会の英訳大蔵経（BDK 
English Tripitaka）所収の坂東性純先生とハロルド・スチュワートによる『歎異














ても BDK English Tripitaka からの現代日本語訳というかたちで事業が継続する
場合には、改めて英訳から日本語訳するという方法について、その意図と方針を
明確にする必要がある。
